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平成 26年 3月期 第 3四半期連結決算概要 
 

１．平成26年 3月期 第3四半期連結業績ハイライト 

●文具・雑貨・食品部門と古本部門の売上高は伸張しましたが、依然として書店部門及びレンタル部門、

セルＡＶ部門は厳しい状況であったため、売上高前年比は95.9％で減収となりました。 

●販売費及び一般管理費の削減を行った結果、売上高の減少に伴う売上総利益の減少を大きくカバーする

ことができ、さらに特別利益を計上したことなどにより、当期純利益は1億82百万円となりました。 

平成25年3月期 

第3四半期 

平成26年3月期 

第3四半期 （百万円、％） 

金額 構成比 金額 構成比

増減額 前期比 

売上高 19,711 100.0 18,910 100.0 △801 95.9

売上総利益 5,941 30.1 5,653 29.9 △288 95.1

営業利益 366 1.9 326 1.7 △40 89.0

経常利益 349 1.8 313 1.7 △35 89.8

当期純利益 182 0.9 182 1.0 0 100.0
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(注)平成23年3月期期末より連結財務諸表を作成しているため、それ以前は個別財務諸表と比較しております。 
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２．セグメント別・部門別売上高 

平成25年3月期 

第3四半期 

平成26年3月期 

第3四半期 （百万円、％） 

金額 構成比 金額 構成比

増減額 前期比 

個人顧客事業 19,558 99.2 18,764 99.2 △793 95.9

 書店 12,226 62.0 11,910 63.0 △316 97.4

 文具・雑貨・食品 1,299 6.6 1,321 7.0 22 101.8

 セルＡＶ 1,703 8.7 1,387 7.3 △315 81.5

 ＴＶゲーム 1,018 5.2 950 5.0 △67 93.4

 古本 344 1.7 381 2.0 37 110.8

 レンタル 2,965 15.0 2,807 14.9 △157 94.7

法人顧客事業 4 0.0 4 0.0 △0 96.4

サービス販売事業 148 0.8 141 0.8 △7 95.1

合計 19,711 100.0 18,910 100.0 △801 95.9

個人顧客事業の部門別売上高推移
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(注)平成23年3月期期末より連結財務諸表を作成しているため、それ以前は個別財務諸表と比較しております。 

 

３．平成26年 3月期 通期連結業績予想 

平成25年3月期 実績 平成26年3月期 予想 
（百万円、％） 

金額 構成比 金額 構成比
増減額 前期比 

売上高 26,206 100.0 25,000 100.0 △1,206 95.4

営業利益 543 2.1 340 1.4 △203 62.5

経常利益 520 2.0 320 1.3 △200 61.5

当期純利益 143 0.5 110 0.4 △33 76.7

1株当たり配当金 8.5円 ― 8.5円 ― ― ―

・ 主力部門である書店部門とレンタル部門の売上が、当初の予想より厳しさが若干緩む見通しですが、他

部門の売上は当初の予想を下回る見通しです。 
・ 販売費及び一般管理費については、新規出店及び既存店改装に伴う経費に加え、照明設備の改修による

修繕費の増加を見込んでおりますが、その他経費削減の取り組みを進めることにより全体では圧縮でき

る見通しであります。 

 
以上 
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